
令令和和４４年年度度第第１１回回千千葉葉県県体体育育学学会会大大会会ププロロググララムム  

 

令和４年５月７日（土） 

会場：千葉大学教育学部５号館１階５１０２教室 

 

【総  会】  １３：００〜 

     

 

【一般発表】  １３：４０〜１５：００  

 

会長 挨拶 

 

座長 廣瀬 恒平（国際武道大学） 

 

(一般研究) 

13:45 １）睦沢町児童等の肥満解消と体力向上への取組アンケート調査結果 

  ◯ 馬場宏輝（帝京平成大学） 

 

14:00 ２）ウェットスーツ着用による蹴伸び姿勢及びクロール泳パフォーマンスの評価 

  ◯ 奥野海門（株式会社第一テクノ）、中岡諒（千葉工業大学創造工学研究科）、 

金田晃一（千葉工業大学）、下永田修二（千葉大学） 

 

(実践研究) 

14:15 ３）野球における守備位置決定理由に関する調査 

  ◯ 井上哲朗、百武憲一、大西基也、岩井美樹（国際武道大学） 

 

14:30 ４）オンライン・ウォーキング・イベント開催による、運動習慣への意識を高める

実践的取り組み 

◯ 小泉佳右、林真奈香、竹田藍、河野宏紀、重本栞里、鈴木さくら、本多未来、 

三田莉加（千葉大学） 

 

(発展的研究) 

14:45 ５）柔道稽古時における頭部衝撃暴露 

◯ 越田専太郎、石井孝法（了徳寺大学）、中禮宏（東京医科歯科大学）、 

久保田浩史（東京学芸大学）、上野俊明（東京医科歯科大学） 

 

15:00 閉会、会長挨拶 

   事務局連絡 

 

※発表時間１０分、質疑応答５分で行います。 
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２２００２２２２年年度度（（令令和和４４年年度度））第第１１回回千千葉葉県県体体育育学学会会大大会会  抄抄録録  

  

＜＜一一般般研研究究＞＞  

睦睦沢沢町町児児童童等等のの肥肥満満解解消消とと体体力力向向上上へへのの取取組組アアンンケケーートト調調査査結結果果  

○○馬馬場場宏宏輝輝（（帝帝京京平平成成大大学学））  

睦沢町では、子どもの肥満解消と体力向上へ様々な取組を行っているが、昨今の新型コロナウイルス

の影響による運動不足が懸念されている。そこで、肥満解消と体力向上への取組をさらに進めるための

基礎資料を得ることを目的に、アンケート調査を実施した。調査対象は、睦沢子ども園（5歳児）、睦沢

小学校、睦沢中学校の児童・生徒約500名とその保護者である。 

アンケート結果から分かったことは、「肥満傾向の子どもは学年が上がるにつれて減少する。肥満傾向

の子どもは、小学生では女子より男子の方が多い。中学生では男女が逆転し、男子は痩身傾向にある」

「体力・運動能力テストの結果は、肥満傾向のある子どもの方が低くなる傾向にある」「学年が上がるに

つれて（特に中学生）、「すき・大切・得意」が低下し、体育の授業や休み時間、休日にもあまりからだ

を動かさなくなる。テレビやスマホ等の画面を見ている時間も長くなる。肥満傾向の子どもは、その特

徴が強くなる」「食習慣については、町の子ども全体の平均値と肥満傾向・低体力の子どもを比較しても、

大きな違いはなかった」などである。 

    

ウウェェッットトススーーツツ着着用用にによよるる蹴蹴伸伸びび姿姿勢勢及及びびククロローールル泳泳パパフフォォーーママンンススのの評評価価  

○○ 奥奥野野海海門門（（株株式式会会社社第第一一テテククノノ））、、中中岡岡諒諒（（千千葉葉工工業業大大学学創創造造工工学学研研究究科科））、、金金田田晃晃一一（（千千

葉葉工工業業大大学学））、、下下永永田田修修二二（（千千葉葉大大学学））  

本研究は全身を覆い浮力を確保できるウェットスーツを着用した際の蹴伸び及びクロール泳への影響

を明らかにすることを目的とした．健常な 4 名の男性に対してウェットスーツ着用及び通常水着着用の

2 条件で蹴伸び及び 15m クロール泳を行った．蹴伸びでは頭頂点の浮上距離と最大到達距離，膝が壁か

ら 2.5m，3.0m，3.5m を通過した際の上体部及び大腿部の水平面に対する角度，大転子が 2.5m と 3.5m

を通過した際の水平速度の差を算出した．15m クロール泳では 15m に到達する直前の 3 ストロークか

ら，泳速度，ストローク長及びストローク頻度を算出した．その結果，ウェットスーツの着用により蹴

伸びの最大到達距離が延長し，下肢が沈まず推進力の低下が抑制されたと考えられた．また，ウェット

スーツの着用によって 15m クロール泳のストローク頻度が減少し，さらに自身の身体に合ったサイズ

のウェットスーツを着用した対象者はストローク長が長くなった．以上より，自身の身体に合ったサイ

ズのウェットスーツの着用は水面での泳姿勢を改善し，楽に泳ぐために有用であると示唆された． 
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＜＜実実践践研研究究＞＞    

野野球球ににおおけけるる守守備備位位置置決決定定理理由由にに関関すするる調調査査  

○○井井上上哲哲朗朗、、百百武武憲憲一一、、大大西西基基也也、、岩岩井井美美樹樹（（国国際際武武道道大大学学））  

野球の守備位置は、投手、捕手、一塁手、二塁手、三塁手、遊撃手、左翼手、中堅手、右翼手と、９

つの守備位置がある。各守備位置によって、求められる能力がそれぞれ違う。大学生の野球部員は、幼

少期から、野球を続けてきている者が多く、現在の守備位置に定着するまでに、何らかの理由が存在し

たと考えられる。しかし、これまで守備位置決定の過程や理由を調査した研究はほとんど見られない。 

そこで、本研究では、大学生野球部員を対象として、現在の守備位置を決定した理由を調査し、守備

位置決定要因の基礎的資料を得ること目的とした。その結果、現在の守備位置に決定した理由には、様々

な理由がみられ、各守備位置の特徴が見られた。 

 

 

オオンンラライインン・・ウウォォーーキキンンググ・・イイベベンントト開開催催にによよるる、、運運動動習習慣慣へへのの意意識識をを高高めめるる実実践践的的取取りり

組組みみ  
○○小小泉泉佳佳右右、、林林真真奈奈香香、、竹竹田田藍藍、、河河野野宏宏紀紀、、重重本本栞栞里里、、鈴鈴木木ささくくらら、、本本多多未未来来、、三三田田莉莉

加加（（千千葉葉大大学学））      
運動機会の確保および運動習慣を高めるために、スマートフォンアプリを使用したオンライン形式で

のウォーキング・イベントを実施した。イベントは、2022 年 1 月 1～14 日の 14 日間で開催し、アプリ

で計測された歩数を、駅の階段の平均的な蹴上げ高（16 cm）に換算して、参加者の積算値で「国際宇宙

ステーションまで登ろう（上空 400 km）」という目標を掲げて実施した。201 名の参加で開催し、上空

約 2090 km まで到達することができた。運動習慣に関するアンケートを、イベント参加前、参加直後お

よび 2 か月後の 3 時点で実施した。運動のために実施するウォーキング・ジョギングの頻度とアンケー

ト実施時点との間に有意な関係性が認められ、イベント参加によるウォーキング・ジョギング実施機会

の増加が考えられた。一方で、1 回のウォーキング・ジョギング時間や、スポーツ活動の回数に変化を

もたらすものではなかった。参加直後に運動習慣に対する意識に高まりがみられた参加者は、2 か月後

もその高まりを維持している可能性がみられた。 
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＜＜発発展展的的研研究究＞＞  

柔柔道道稽稽古古時時ににおおけけるる頭頭部部衝衝撃撃暴暴露露  

○○越越田田専専太太郎郎（（了了徳徳寺寺大大学学））、、石石井井孝孝法法（（了了徳徳寺寺大大学学））、、久久保保田田浩浩史史（（東東京京学学芸芸大大学学））、、中中禮禮

宏宏（（東東京京医医科科歯歯科科大大学学）） 
柔道における頭部外傷は、投げられた際に生じることが多い。そのため、先行研究では、実験室内で

投げられた際に頭部に加わる物理量を測定したものが多い。ただし、これら結果が、実際の柔道場面を

反映しているかは不明である。そこで本研究の目的は、実際の柔道自由練習時に投げられた際に加わる

頭部衝撃(≧10g)の頻度および大きさを定量化することであった。対象は、男子大学柔道選手３名（A, B, 

C）であった。頭部衝撃は口腔内に装着したマウスガード型慣性センサにより測定した。自由練習1本あ

たりの頭部衝撃の頻度は、対象Aで0.07回（2 /27）、対象Bで0.18回（7 /39）、対象Cで0.17回（5 

/30）であった。一方で平均並進加速度は、対象Aで33.1g、対象Bで18.0g、対象Cでは23.1gであっ

た。今後は、柔道時に加わる頭部衝撃の頻度と大きさ各々と、頭部外傷発生リスクの関連について明ら

かにする必要がある。 
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1 
 

令令和和4年年度度第第2回回千千葉葉県県体体育育学学会会大大会会ププロロググララムム 
 

令和 4 年 12 月 3 日（土） 
於：千葉大学教育学部5101・5102教室（2教室） 

 
5102教室 

【開  会】13時00分～ 
会長あいさつ 

 
【シンポジウム】13時05分～14時35分 

テーマ『千葉県体育・スポーツ行政の組織改編と今後の運動部活動の方向性』 
コーディネーター：千葉県立佐倉西高等学校長 佐藤道広氏 

プログラム（予定） 
1．「千葉県体育・スポーツ行政の組織改編と競技力向上について」 

演者：千葉県スポーツ・文化局競技スポーツ課班長 後藤宜夫氏 
2．「今後の運動部活動の方向性について」 

演者：スポーツ庁地域スポーツ課学校運動部活動係長 林修平氏 
3．パネルディスカッション 

 
～休憩 10 分～ 
 
一般発表と大学院生ワークショップは、2会場（5101・5102教室）に分かれて開催します。 

【一般発表】（1演題につき、発表時間10分、質疑応答5分） 
5101教室・・・14時45分～16時55分 
5102教室・・・14時45分～16時40分 

【大学院生ワークショップ】（1演題につき、発表5分、質疑応答3分） 
5102教室・・・16時40分～16時56分 
※演題順は2～3ページをご覧ください。 

 

5102教室 

【閉  会】16時56分～ 
理事長あいさつ、事務局より連絡 
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2 
 

5101教室 

 
座長  金田 晃一（千葉工業大学） 

（研究助成報告・一般研究） 
14:45  1）バットスイングトレーニングが投球速度に及ぼす効果 

◯井上哲朗、百武憲一、大西基也（国際武道大学） 
（一般研究） 
15:00  2）３軸角度センサを用いた即時的な肩関節外旋角度の評価方法の提案 

◯佐藤翼、髙橋健太（千葉大学大学院）、仲野恭平（富津市立天羽小学

校）、野本竜馬（木更津市立南清小学校）、𠮷𠮷𠮷𠮷岡伸彦、下永田修二（千

葉大学） 
15:15  3）ハムストリング肉離れの既往が、片脚45°ヒップエクステンション時のハ

ムストリング筋放電量に与える影響 
◯茂木達哉、越田専太郎（了德寺大学） 

15:30  4）Accentuated eccentric loading ジャンプスクワットトレーニングが跳躍高に

与える影響：動作速度に着目して 
◯石野宗太、越田専太郎（了德寺大学） 

 
～休憩 10 分～ 
 

座長  井上 哲朗（国際武道大学） 
15:55  5）4週間の雪駄歩行エクササイズが足部の機能・形態・感覚に及ぼす影響

“女子大学生を対象に” 
◯長谷川詩織、越田専太郎（了德寺大学） 

16:10  6）大学生を対象としたヨガによるストレスマネジメントの実践 
◯山口凛音、越田専太郎（了德寺大学） 

（実践研究） 
16:25  7）大学野球における公式戦のデータ戦略 

◯大西基也、百武憲一（国際武道大学） 
16:40  8）児童が素早く走りだすことができるリレー学習の研究－バトンパス時にお

けるスタンディングスタートの姿勢分析をもとに－ 
◯野本竜馬（木更津市立南清小学校）、仲野恭平（富津市立天羽小学

校）、髙橋健太、佐藤翼（千葉大学大学院）、𠮷𠮷𠮷𠮷岡伸彦、下永田修二

（千葉大学） 
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3 
 

5102教室 

座長  前川 直也（国際武道大学） 
（一般研究） 
14:45  1）中学校における学校の働き方改革を踏まえた部活動の実態：サッカー部顧

問のインタビューを通して 
◯小泉岳央（日本体育大学大学院）、車塚祐太（千葉大学教育学部附属中

学校）、佐野智樹（千葉大学教育学部）、下永田修二（千葉大学教育学

部） 

15:00  2）運動部活動の地域移行に関する事例の研究－コーディネーターの役割に着

目して－ 
◯嶋崎雅規（国際武道大学） 

（研究助成報告・授業研究） 
15:15  3）実技種目授業（ベースボール型）におけるオンラインを活用した授業改善

に関する研究 
◯百武憲一、大西基也（国際武道大学） 

（実践研究） 
15:30  4）コーチ資格に関する研究‐ラグビーと他種目の比較から‐ 

◯廣瀬恒平（国際武道大学） 
 
～休憩 10 分～ 
 

座長  廣瀬 恒平（国際武道大学） 
15:55  5）運動の生活化を促すカラダログの開発と検討 

◯仲野恭平（富津市立天羽小学校）、𠮷𠮷𠮷𠮷岡伸彦、小泉佳右、下永田修二

（千葉大学） 
16:10  6）東京2020大会のレガシーづくりに関する実践研究～日本ソフトパラフェン

シング協会の活動を通じて～ 
◯馬場宏輝（帝京平成大学）、遠藤隆志（植草学園大学）、下永田修二

（千葉大学）、藤森孝幸（敬愛大学） 
16:25  7）障がい者が生涯にわたってスポーツが実施できる環境整備に関する実践研

究 ～パラスポーツ推進プロジェクトの実践から～ 
◯大浜真（NPO法人スマイルクラブ）、中島一郎（元国際武道大学）、馬

場宏輝（帝京平成大学）、尾高邦夫（順天堂大学） 
 
（大学院生ワークショップ） 
16:40  1）子どもの体育学習観に着目した授業づくりに関する研究－教師の指導観と

指導言語に着目して－ 
◯野田勇紀（千葉大学大学院） 

16:48  2）対話的な学びを引き出す協同学習の授業づくり－運動好き・体育嫌いの生

徒と教師の発話分析をもとに－ 
◯小林慶（千葉大学大学院） 
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